
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

日 曜 行事予定 

1 月 
全校朝会 水泳指導始 とうぶ移動教室始（6 年） 

2 火 
水道キャラバン（4 年） 

3 水 
とうぶ移動教室終（6 年） 

短縮時程 午前授業（校外研究会のため） 

4 木 昼のなかよしタイム 歯科検診（1・2 年） 

5 金 
安全指導 補習（4 年）★教材費引き落とし日 

6 土 
 

7 日    

8 月 昼休みなし時程 放送朝会  

自転車教室（3・4 年） 委員会活動③  
9 火 

  

10 水 
短縮時程 午前授業（校内研究会のため） 

11 木 遠足（1 年） 

12 金 記名タイム こころの劇場（6 年） 

補習（3・5 年) 

13 土 
 

14 日   

15 月 
放送朝会 補習（6 年） 

16 火 
社会科見学（4 年）  

17 水 
児童集会 避難訓練（地震）クラブ活動③ 

18 木 
音楽鑑賞教室（5 年） 

19 金 朝のなかよしタイム 

20 土 
 

21 日 
 

22 月 
昼休みなし時程 放送朝会 委員会活動④  

23 火 昼のなかよしタイム  
24 水 短縮時程 午前授業（校外研究会のため） 

音楽朝会 

25 木 
 

26 金 
スピーチ大会（2 年）租税教室（6 年） 

補習（4 年） 

27 土 
 

28 日 
 

29 月 放送朝会 補習（6 年） 

30 火 
 

 

  校長  横山 圭介 
「可愛い子には旅をさせよ」という諺があります。

「愛おしい我が子だからこそ家の中で甘やかすことを

せず、外の世界で苦労をさせたほうが、本当の意味で

その子のためになる」という意味で、江戸時代初期の

書物には用例が見られると言いますから、ずいぶんと

昔から広く知られていた諺のようです。 

現代の快適な旅行と違って、江戸時代の話ですから、

交通手段も食事や宿泊も十分整備されてはおらず、旅

の苦労は相当なものというのが常識であったと思われ

ます。時には生きて帰れないということもあったこと

でしょう。 

ですから、こども以上に親の不安は大きいけれども、

本当にこどものことを思うなら覚悟をしなさいとい

う、親に向けたメッセージだと考えられます。 

私の親は、どうやらこの諺の信奉者だったようで、

小学生の時から九州や北陸の親類の家に一人で行かさ

れたり、中学生の時にはすべて自分で計画を立てた一

週間の旅行をさせられたりしました。 

昭和の時代ですから、携帯電話やGPSなどという

便利なものはなく、私の安否情報は、公衆電話から連

絡がなければ全く分かりません。不安ではないのかと

聞くと、「そのくらいできるように育ててきた。もしで

きないのなら、それはあなたの力が無いということ」

と突き放されました。おかげで旅を無事に終え、家に

帰った時には、ずいぶんと自分に自信をもてるように

なったものです。 

6月 1日から、6年生はとうぶ移動教室に出発しま

す。高学年ならではの宿泊行事は、こどもたちの自立

心や社会性を高めることをねらいとしたもので、その

点では教育的な「旅」ということができるでしょう。

保護者に頼ることなく、2泊 3日の集団生活を送るこ

とで、こどもたちは自信を深め、自立への意欲を高め

てくれるはずです。 

ただ、高学年だけでなく、すべてのこどもたちにと

っては、安心で居心地の良い家庭を離れ、必ずしも思

い通りに過ごすことの許されない学校に通うというこ

とも、「小さな旅」なのかもしれません。 

毎日、勇気をもって登校してくるこどもたちの背中

を押し、「自分はできた」「次もできるはず」という自

信を積み重ねさせていきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 可愛い子には 

※スクールカウンセラー相談日 

隠村 美子    2日（火） 9日（火）16日（火） 
             23日（火）30日（火） 
山本 有見子  4日（木）18日（木）25日（木） 


